
項 ⽬ 内 容

名称 カキ (柿) [英]persimmon、Japanese persimmon [学名]Diospyros kaki

Thunb.

概要 カキは、古くから果実として⽇本⼈にとって馴染みの深い⾷品である。カキのへた

はしゃっくり⽌めの漢⽅薬であるが、最近ではむしろ果実や葉に含まれるタンニン

(カキ渋) 、ビタミンCが注⽬されている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・渋、葉、果実の宿存がく (へた)︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品

と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

柿タンニン (柿渋、柿抽出物)︓製造⽤剤

・天然⾹料基原物質リスト

カキ (柿) が収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・柿蔕および柿葉にはウルソール酸 (ursolic acid(I)) 、ベツリン酸 (betulinic

acid(II)) 、オレアノール酸 (oleanolic acid(III)) 、トリテルペン酸 (triterpenic  

acid(C30H48O3)) およびブドウ糖、果糖が含まれる。柿霜は果実の表⾯に⽣じた⽩

粉で、マンニットからなる。未熟果実を圧搾して果汁を乾燥して得る柿渋には多量

のタンニン様物質シブオール［shibuol(C14H20O9)]、若葉にはビタミンCが含まれ



る。

・薬⽤部分はへた (シテイ(柿蔕)) 。果実を⾷べるときに集めて⽇⼲しに、葉は6⽉

ごろ採取して蒸してから陰⼲しにする。本州から九州、朝鮮半島、中国に分布し、

古くから栽培される。落葉⾼⽊で、⾼さ3〜9 m。花期は6⽉。

分析法 ・Oleanolic acid、betulinic acid、ursolic acidが紫外可視検出器 (検出波⻑225

nm) を装着したHPLCにより分析されている (PMID:15499915) 。抽出、精製され

たタンニン物質が紫外可視検出器 (検出波⻑280 nm) を装着したHPLCにより分析

されている (101) 。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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